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f麺Ｉ

１
１４０
１

内田朝雄・鈴木光枝た
に受場雄親い
やけを、‐／へと
つるゆか内い
てたずら田う
来めり農朝父

た
ｃ
と
こ
ろ
が
農
場
を
手
放
す

話
を
夫
の
ジ
ャ
ッ
ク
か
ら
一
言

も
聞
い
て
い
な
い
妻
の
モ
ー
リ

ご
常

☆
小
磯
良
平
。
さ
し
絵
原
画
と

版
画
展

洋
画
界
を
代
表
す
る
画
家
、
小

磯
良
平
の
さ
し
絵
と
版
画
に
焦

点
を
絞
り
、
そ
の
画
業
を
ふ
り

返
る
。
さ
し
絵
に
つ
い
て
丹
波

い
て
は
昭
和
調
年
か
ら
最
近
作

ま
で
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
約
卵

点
を
選
び
紹
介
す
る
。
ま
た
太

陽
神
戸
銀
行
所
蔵
で
、
神
戸
の

新
本
店
完
成
後
は
一
般
公
開
の

機
会
が
な
く
な
る
大
作
「
働
く

人
々
」
も
出
品
さ
れ
る
。

☆
ゴ
ヤ
と
そ
の
時
代

７
月
１
日
（
水
）
１
７
月
お
日
（
日
）
⑩

時
Ｉ
旧
時
半
つ
か
し
ん
ホ
ー
ル
一
般

８
０
０
円
大
高
生
５
０
０
円
中
小
生

３
０
０
円

ん
で
ス
ペ
イ
ン
絵
画
三
大
巨
匠
か
。
曲
目
は
「
ア
ラ
ン
フ
ェ
ス

綴徽;§

熱
勉、

湊
型
文
雄
作

聡
「
晩
秋
」

さ
か
ら
、

洲
ま
た
版

雁
画
に
つ

ゴヤ作「シーソーで
遊ぶ子供たち］

なススベレ・エ
らとケラコグル

の
一
人
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
。

ゴ
ヤ
の
作
品
を
中
心
に
、
ス
ペ

イ
ン
絵
画
の
良
き
伝
統
を
継
承

し
て
い
る
静
物
・
肖
像
・
宗
教

画
の
始
品
を
展
示
す
る
。

国
・
※

☆
Ｗ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
パ
リ
祭

シ
ャ
ン
ソ
ン
界
の
ト
ッ
プ
シ

ン
ガ
ー
、
シ
ヤ
ル
ル
・
デ
ュ
モ

ン
が
特
別
出
演
．
曲
目
は
Ｉ

抜
群
の
歌
唱
力
、
演
技
力
が
魅

力
の
美
輪
明
宏
ほ
か
石
井
好

子
、
中
原
美
紗
緒
、
堀
郁
子
と

豪
華
な
顔
ぶ
れ
が
揃
う
。

☆
ハ
ー
プ
＆
ギ
タ
ー

二
重
奏
の
夕
べ

７
月
弱
日
（
土
）
把
時
腸
分
ホ
テ
ル
シ

ェ
レ
ナ
ス
カ
イ
フ
ロ
ア
無
料

夏
の
夜
を
ハ
ー
プ
の
西
垣
英

子
、
ギ
タ
ー
の
西
垣
正
信
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
楽
し
み
ま
せ
ん

入川保則と小倉啓子

癖
識
織
繊
蕊
”
判
灘
灘
織
識
》

鰻
古
典
裏
”

☆
善
竹
狂
言
名
作
シ
リ
ー
ズ

７
月
四
日
（
日
）
Ｍ
時
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア

タ
ー
一
般
２
２
０
０
円
小
中
高
生
７

あ
る
大
名
が
召
使
い
の
太
郎
冠

者
を
呼
び
出
し
て
相
撲
を
取
れ

る
も
の
を
探
し
て
来
い
と
言
い

つ
け
る
。
太
郎
冠
者
は
一
人
の

男
を
連
れ
て
帰
る
が
、
こ
れ
が

実
は
蚊
の
緒
。
そ
う
と
は
知
ら

と
す
る
両
親
、
主
人
の
横
暴
に

★
結
婚
と
い
う
冒
険

７
月
調
日
（
火
）
ｉ
訓
日
（
金
）
旧
時

半
８
月
１
日
（
土
）
Ｍ
時
把
時
半
２
日

（
日
）
Ｍ
時
風
月
堂
ホ
ー
ル
前
売
２

８
０
０
円
当
日
３
０
０
０
円
（
パ
ン
フ

ド
リ
ン
ク
つ
き
〉

髄
歳
の
父
親
が
犯
歳
の
娘
と

結
姫
宣
言
／
・
平
凡
な
市
役
所

戸
籍
係
長
の
息
子
夫
婦
は
び
っ

く
り
仰
天
。
娘
を
連
れ
戻
そ
う

協
奏
曲
」
「
火
祭
り
の
踊
り
」
「
序

奏
と
フ
ァ
ン
ダ
ン
ゴ
」
ほ
か
。

２
月
鯛
日
ま
で
に
「
シ
ェ
レ
ナ
チ
ャ
ペ
ル

コ
ン
サ
ー
ト
」
係
ま
で
応
葬
。
お
問
合
わ

せ
は
茸
３
７
１
１
３
３
３
３

ン
水
に
流
し

垂
て
、
私
の

一
》
神
様
、
愛

し皿
の
讃
歌
ほ

群
か
。
ま
た西垣英子・茜痘１F 信

雲
寝音曲

な；なる相ず
お童るこ撲大
か話がとを名
し風；’ことは

『
昌

耐
え
か
ね
て
離
婚
を
訴
え
る
妻

の
両
親
、
花
嫁
の
所
属
す
る
前

衛
劇
団
の
面
々
が
乗
り
こ
ん
で

き
て
東
京
郊
外
静
か
な
住
宅
地

は
珍
騒
動
…
。
「
独
眼
竜
政
宗
」

で
絶
好
調
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
三
木

が
結
婚
と
は
何
か
、
夫
婦
と
は

何
か
、
愛
と
は
何
か
を
鋭
く
問

い
か
け
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
爆
笑
大

作
叩
。

こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
川
名
梯
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
希
望
者
は
葉
誓
に
住
所
氏
名
を
記
入

の
上
神
戸
っ
子
「
結
婚
と
い
う
冒
険
」
係

ま
で☆

び
っ
く
り
箱

７
月
四
日
（
木
）
Ｉ
あ
日
（
土
）
旧
時
賜

分
茄
日
（
日
）
⑬
時
半
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
お
問
い
合
わ
せ
・
神
戸
労
演
曾

２
５
１
１
３
８
６
１

ワ
ン
マ
ン
亭
主
に
反
旗
を
ひ

る
が
え
す
老
婦
人
の
自
立
を
コ

ミ
カ
ル
に
描
く
。
舞
台
は
カ
ナ

ダ
の
農
村
。
ジ
ョ
ー
は
老
後
を

の
ん
び
り
楽
し
む
た
め
に
フ
ロ

リ
ダ
に
隠
居
し
た
い
と
い
う
父

み
を
漂
わ
す
「
蚊
相
撲
」
の
ほ

か
「
寝
音
曲
」
「
金
津
」
。

”
匪
伽
窄
岬
》
演
劇

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



人
で
あ

静
か
に

笑てｌＦ’はク別りてシ
旗い雄拒の城ン騒へ
Ｌ〈別否鮮を６０ぎ鈴
いどざ・意貿歳が水
･ 夫た意だおの始光
端、地つう挺ま枝
が別のたと化る、‐ノ
何勝張がい祝 ･ が
ととり ﾓ うい実肪
もこ合Ｉジとは堀
ほじい’１ヤＬモて
ほれかンツてＩき

環
：

斗
風
が
吹
く
と
き

☆
畑
儀
文
テ
ノ
ー
ル
リ
サ
イ
タ
ル

肥
Ⅱ
（
木
）
咽
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
－
０
０
０
円

☆
神
戸
中
央
合
唱
団
音
楽
会

鰹
Ⅲ
（
Ⅲ
）
Ｍ
時
神
戸
文
化
人
ホ
ー

ル
１
５
０
０
円

☆
フ
ォ
ー
レ
・
レ
ク
イ
エ
ム

叩
Ⅱ
（
金
）
哩
時
妬
分
神
戸
文
化
人

ホ
ー
ル
Ｓ
３
５
０
０
円
Ａ
３
０
０

０
門
Ｂ
２
５
０
０
円

☆
矢
野
恵
一
郎
追
悼
演
奏
会

畑
Ｈ
（
土
）
躯
時
半
神
戸
文
化
人
ホ

ー
ル
－
０
０
０
円

☆
真
夏
の
夜
の
夢
の
コ
ン
サ
ー
ト

皿
卿
（
土
）
岨
時
半
ル
ナ
ホ
ー
ル

２
８
０
０
円

★
歌
と
ピ
ア
ノ
で
つ
づ
る
海
の
譜

松
本
幸
三
リ
サ
イ
タ
ル

型
日
（
金
）
犯
時
半
市
立
生
川
文
化

会
館
２
０
０
０
円
（
飲
物
付
）

☆
久
合
田
緑
弦
楽
四
重
奏
団

８
日
（
水
）
四
時
神
戸
凧
月
堂
ホ
ー

ル
３
０
０
０
円
（
ワ
イ
ン
付
）

☆
森
川
和
子
ピ
ア
ノ
・
コ
ン
サ
ー
ト

ｕ
日
（
土
）
肥
時
半
神
戸
川
月
堂
ホ

ー
ル
２
８
０
０
円
（
茶
菜
付
）

園
音

楽

雌ベリルヌ
もスツ作
成トグ・
功セズ脚
しうは本
たＩ，の
絵を８レ
本も作イ
作つのモ
家世国 ﾝ
の界際ド
ーで的ブ

年
金
嫌
し
を
し
て
い
る
素
朴
で

素
直
で
、
ど
こ
に
で
も
い
る
よ

う
な
平
凡
な
老
夫
婦
、
ジ
ム
と

ヒ
ル
ダ
の
物
語
で
あ
り
、
そ
ん

' 8 ７卵★加兵ノ､ ｝★
は１１サ東川 [ 波県
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★
ニ
ッ
ポ
ン
・
オ
ク
テ
ッ
ト
演
奏
会

８
Ⅲ
（
水
）
埴
時
半
蝶
公
館
内
迎
賓

館
２
５
０
０
円

☆
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の
夕
べ

９
Ⅱ
（
木
）
四
時
市
立
博
物
館
２

０
０
０
脚

☆
古
典
か
ら
ロ
マ
ン
派
へ

鋤
Ⅱ
（
水
）
ｍ
時
市
迩
博
物
館
２

０
０
０
Ⅲ

★
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
音
楽
の
旅
遥
か
な

る
草
原
と
オ
ア
シ
ス
の
道

詣
Ⅲ
（
上
）
蝿
時
半
神
戸
文
化
人
水

ｉ
ル
”
股
Ａ
５
０
０
０
円
Ｂ
４
３

０
０
リ 鱗賀

：
★
小
津
安
二
郎
シ
リ
ー
ズ
「
早
春
」

３
日
（
金
）
皿
時
旭
時
半
シ
ー
ガ

ル
側
場
８
０
０
円

★
小
津
安
二
郎
シ
リ
ー
ズ
「
秋
刀
魚
の

味
」”

側
（
金
）
皿
時
犯
時
半
シ
ー
ガ

ル
劇
場
８
０
０
円

亀
．
．

★
赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
の
森
の
狼
た
ち
の

ク
リ
ス
マ
ス

世界的ヒットアニメ
川リはとがる
舎スイき吹当
でのギー〈風

ピバリーヒルズより
愛をこめて

☆
桂
枝
雀
独
演
会

３
日
（
金
）
肥
時
半
伸
一
星
〆
化
中
ホ

ー
ル
Ａ
２
５
０
０
川
》
Ｂ
２
３
０
０
円

な
２
人
が
あ
る
側
、
核
燥
弾
が

落
ち
る
ら
し
い
と
聞
い
た
そ
の

前
後
の
話
で
あ
る
。

こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
希
望
者
は
住
所
・
氏
名
を
記
入
の
上
。

神
戸
っ
子
「
風
が
吹
く
と
き
」
係
ま
で

☆
ビ
バ
リ
ー
ヒ
ル
ズ
コ
ッ
プ
２

７
月
Ⅲ
日
（
木
）
か
ら
国
際
松
竹
に
て
口

Ｉ
ド
シ
ョ
ー
一
般
１
５
０
０
円
大
高

生
１
３
０
０
円

Ｗ
全
米
で
剛
億
円
の
超
大
ヒ
ッ

ト
「
ト
ッ
プ
ガ
ン
」
の
監
督
ト

ニ
ー
・
ス
ュ
ッ
ト
の
最
新
作
。

ス
タ
ー
や
財
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
が
集
ま
る
高
級
住
宅
街
ピ
バ

リ
ー
ヒ
ル
ズ
に
、
お
よ
そ
似
合

わ
な
い
ア
ク
セ
ル
刑
事
（
エ
デ
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古
典
芸
能

像 ィ
・
マ
ー
フ
ィ
）
。
今
回
は
ア

ル
マ
ー
ニ
の
ス
ー
ツ
を
着
こ
な

し
、
最
新
型
の
フ
ェ
ラ
ー
リ
を

乗
り
回
す
”
ロ
ス
市
警
を
悩
ま

せ
る
率
件
の
鍵
を
に
ぎ
る
謎
の

美
女
に
「
ロ
ッ
キ
ー
４
」
の
ブ

リ
ジ
ッ
ト
。
ニ
ー
ル
セ
ン
が
扮

す
る
。

こ
の
チ
ケ
ッ
ト
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

稀
嘩
壁
搾
毒
窄
莞
韮
率
嬬
掻
碓
読
礎
葬
軍

１
１４１
１
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‘噸ＣｌＮＥＭＡ試写室

２
１
４
１
１

「
・
ハ
リ
、
テ
キ
サ
ス
」
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
い
る
と
ヴ
イ
ム
・

ヴ
ェ
ン
ダ
ー
ス
監
督
の
名
は
あ
た
ま
に
し
み
こ
ん
だ
と
思
う
。
こ

と
し
五
月
の
カ
ン
ヌ
映
画
祭
で
こ
の
監
督
は
「
ベ
ル
リ
ン
の
空
」

と
い
う
新
作
で
監
督
賞
を
受
け
た
。
こ
の
映
画
の
主
演
者
が
ブ
ル

ー
ノ
・
ガ
ン
ッ
と
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ォ
ー
ク
と
い
う
と
こ
ろ
が
面
白

い
。
ブ
ル
ー
ノ
・
ガ
ン
ッ
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
生
れ
の
ス
イ
ス
人

（
四
十
六
歳
）
、
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ォ
ー
ク
は
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
生
れ
（
六
十
歳
）
い
ま
さ
ら
申
す
ま
で
も
な
く
テ
レ
ビ
の

「
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
」
で
も
有
名
。

さ
て
、
こ
ん
ど
こ
の
ヴ
ィ
ム
・
ヴ
ェ
ン
ダ
ー
ス
監
督
の
「
ア
メ

リ
カ
の
友
人
」
（
一
九
七
七
）
二
時
間
六
分
が
輸
入
さ
れ
日
本
封

切
が
実
現
し
た
。
カ
ラ
ー
映
画
で
製
作
は
西
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス

合
作
で
あ
る
。

面
白
い
の
は
こ
の
映
画
の
原
作
が
「
太
陽
が
い
っ
ぱ
い
」
「
見

知
ら
ぬ
乗
客
」
の
パ
ト
リ
シ
ア
。
ハ
イ
ス
ミ
ス
の
ス
リ
ル
小
説

で
、
映
画
脚
色
も
ヴ
ェ
ン
ダ
ー
ス
が
当
り
、
そ
し
て
そ
の
主
役
の

ト
ム
・
リ
プ
レ
ー
を
や
る
の
が
ア
メ
リ
カ
映
画
の
「
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ
」
「
理
由
な
き
反
抗
」
「
Ｏ
Ｋ
牧
場
の
決
闘
」
「
勇
気
あ
る
追
跡
」

な
ど
に
出
て
い
た
デ
ニ
ス
・
ホ
ッ
パ
ー
で
彼
は
「
イ
ー
ジ
ー
・
ラ

イ
ダ
ー
」
「
ラ
ス
ト
。
ム
ー
ヴ
ィ
ー
」
の
監
督
を
も
や
っ
て
い
る
。

こ
の
俳
優
が
ト
ム
・
リ
プ
レ
ー
と
い
う
名
の
男
の
役
を
演
じ
る
の

だ
が
、
こ
の
名
は
「
太
陽
が
い
っ
ぱ
い
」
の
と
き
の
ア
ラ
ン
・
ド

ロ
ン
も
こ
の
名
の
ア
メ
リ
カ
青
年
だ
っ
た
の
で
オ
ヤ
ッ
と
思
う
人

が
あ
る
か
と
思
う
が
原
作
者
の
パ
ト
リ
シ
ア
・
ハ
イ
ス
ミ
ス
の
ス

リ
ル
小
説
に
は
こ
の
名
の
男
が
た
び
た
び
出
て
き
て
「
ア
メ
リ
カ

の
友
人
」
の
原
本
の
名
も
〃
リ
プ
レ
ー
の
ゲ
ー
ム
〃
と
い
う
の
で

あ
る
。
そ
し
て
デ
ー
ー
ス
・
ホ
ッ
パ
ー
が
主
役
の
こ
の
ト
ム
。
リ
プ

レ
ー
だ
が
も
う
一
人
の
主
役
の
ヨ
ナ
タ
ン
と
い
う
ハ
ン
ブ
ル
グ
の

絵
画
の
額
ぶ
ち
職
人
を
演
じ
る
ブ
ル
ー
ノ
・
ガ
ン
ッ
が
ま
た
実
に

､認#ヴ毒菱毒差室室J窪認ﾒ#リカュの#友人２Ｊ脚｝ﾛ 許￥J 1 蝿君燕小 , 型 " 辞も , 品． q ･ 円Ｆ ･ 出 + ￥ゴ . : 品廿缶母 I 宅■ ､ 4 ､ 少

瀞膳裳治〈映画謀議議: 塚い: # } 鞭: 蕊; ：騨鍵蕊豊瀧鍾､ 諒入Ｊ…鷲: : ～

の
美
術
絵
画
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

ど
う
や
ら
あ
れ
は
ニ
セ
も
の

タ
ン
を
知
っ
た
。
こ
の
ト
ム

巧
い
の
だ
。×

ト
ム
・
リ
プ
レ
ー
は
ハ
ン
ブ
ル
グ

で
高
価
で
落
札
さ
れ
た
美
術
画
が
〃

臭
い
〃
と
画
商
に
職
い
て
い
る
ヨ
ナ
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唾

…鍵灘

の
と
き
三
十
一
歳
）
が

の
よ
う
な
感
し
ょ
く
を

か
と
思
う
。
ま
っ
た
く

さ
ら
に
面
白
い
こ
と
に
パ
リ
の
地
下
鉄
で
殺
さ
れ
る
男
を
映
画

韓

蕊蕊

、
、
、
え
ん

に
は
ミ
ノ
（
ジ
ェ
ー
フ
ー
ル
・
プ
ラ
ン
）
と
い
う
く
さ
れ
縁
の
仲
間

が
い
た
。
ミ
ノ
は
マ
フ
ィ
ア
と
マ
フ
ィ
ア
の
あ
い
だ
を
泳
ぎ
ま
わ

っ
て
い
る
一
匹
狼
で
、
い
ま
パ
リ
で
マ
フ
ィ
ア
の
一
人
を
消
さ
ね

ば
な
ら
ぬ
の
で
殺
し
屋
を
ひ
と
り
世
話
し
て
く
れ
と
ト
ム
に
持
ち

、
、

か
け
て
き
た
。
そ
れ
も
ず
ぶ
の
素
人
の
男
を
金
で
や
１
と
っ
て
殺
，
‐
）

ね
ら

の
役
を
さ
せ
ろ
と
い
う
。
ト
ム
が
そ
こ
で
狙
っ
た
の
が
ハ
ン
ブ
ル

グ
の
額
ぶ
ち
職
人
の
ヨ
ナ
タ
ン
だ
っ
た
。
実
は
こ
の
ヨ
ナ
タ
ン
は

病
気
に
か
か
っ
て
い
て
そ
れ
が
死
病
で
あ
と
一
年
と
は
自
分
の
命

は
持
つ
ま
い
と
覚
悟
し
て
い
る
男
だ
っ
た
。
し
か
し
医
者
は
そ
れ

を
否
定
し
て
い
る
の
に
こ
の
男
は
そ
れ
を
自
分
へ
の
気
や
す
め
と

思
う
。
ト
ム
は
こ
の
男
を
利
用
し
た
。
こ
の
ヨ
ナ
タ
ン
に
は
小
さ

な
息
子
と
妻
が
い
て
自
分
が
死
ね
ば
こ
の
妻
と
子
は
ど
う
な
る
か

と
か
ね
が
ね
心
配
し
き
っ
て
悩
ん
で
い
る
。
実
は
妻
も
夫
が
な
に

ふ
じ

か
悩
ん
で
い
て
そ
れ
が
夫
の
、
ど
う
や
ら
不
治
の
病
気
の
こ
と
Ｊ
℃

瀞
×

こ
れ
で
ヴ
ィ
ム
。
ヴ
ェ
ン
ダ
ー
ス
（
こ

ど
の
よ
う
な
監
督
で
そ
の
作
品
の
肌
が
ど

持
つ
か
が
す
こ
し
は
お
わ
か
り
に
な
っ
た

、
、
、
、

映
画
つ
う
の
監
督
な
の
で
あ
る
。

篭
：
封
鋳
識
識

篭
ｊ
ｊ
勤
ら
醇

鵠
群
・
・
鍵
吋
》

里
廻

盛

弾

５審壁零裳謡

蕊；

の
哀
れ
な
人
生
そ
の
ラ
ス
ト
。
シ
ー
ン
は
胸
を
つ
く
。

１
４３
１

トム・リプレーを演じる、デニス・ホッパー

監
督
の
ダ
ニ
エ
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
演
じ
て
い
る
の
だ
。
こ
の
監

も
マ
フ
ィ
ア
の
ボ
ス
や
そ
の
仲
間
の
ご
と
き
役
を
持
っ
て
俳
優
と

し
て
こ
の
映
画
に
登
場
し
て
く
る
の
だ
か
ら
映
画
フ
ァ
ン
は
嬉
し

く
て
た
ま
ら
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
映
画
は
嬉
し
く
て
た
ま

ら
な
く
な
る
よ
う
な
映
画
と
は
言
う
べ
き
で
な
く
、
ひ
と
り
の
男

督
の
作
品
「
ラ
。
パ
ロ
マ
」
「
ヘ
テ
カ
」
は
印
象
ふ
か
い
。
さ
ら

と
「
理
由
な
き
反
抗
」
の
ニ
コ
ラ
ス
。
レ
イ
こ
の
ふ
た
り
の
監
督

感
ず
い
て
い
る
。
こ
の
ヨ
ナ
タ
ン
に
多
額
の
礼
金
を
出
す
か
ら
一

人
の
男
を
殺
せ
と
ト
ム
が
た
の
む
。
ヨ
ナ
タ
ン
は
二
十
五
万
マ
ル

ク
と
い
う
金
に
心
が
う
ご
く
。
ど
う
せ
自
分
は
ち
か
い
う
ち
に
死

ぬ
の
だ
と
思
い
こ
の
殺
し
を
引
き
受
け
て
し
ま
う
。

×

ミ
ノ
は
、
つ
い
に
や
つ
ち
ま
っ
た
こ
の
男
の
殺
人
の
成
功
に
安

心
し
第
二
の
殺
し
を
ミ
ノ
自
身
た
の
み
こ
ん
で
く
る
。
最
初
は
地

下
鉄
だ
っ
た
が
今
度
は
列
車
進
行
中
。
最
初
の
殺
し
も
こ
ん
ど
の

殺
し
に
も
リ
ー
ド
す
る
男
が
つ
い
て
ヨ
ナ
タ
ン
に
行
動
を
指
図
す

は
た

る
の
で
ヨ
ナ
タ
ン
は
芦
」
の
第
一
一
の
殺
人
を
も
つ
い
に
果
し
て
し
ま

う
。
こ
の
よ
う
に
中
味
を
説
明
し
て
は
い
け
な
い
の
だ
が
地
下
鉄

で
の
殺
人
も
列
車
進
行
中
で
の
殺
人
に
も
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
と
は
ま

、
、
、
、
、
、
、

た
ち
が
っ
た
き
ん
ち
よ
う
か
ん
で
見
事
に
恐
怖
を
盛
り
上
げ
て
ゆ

く
。に

こ
の
映
画
に
は
な
ん
と
「
赤
い
矢
」
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
フ
ラ
ー

こ
の
恐
怖
の
殺
人
者
に
追
い
こ
ま
れ
て
ゆ
く
ブ
ル
ー
ノ
。
ガ
ン

て
て

ッ
。
こ
れ
に
殺
し
を
あ
の
手
こ
の
手
と
計
画
し
て
命
じ
る
ジ
ェ
ー
フ

ー
ル
・
プ
ラ
ン
。
そ
し
て
ヨ
ナ
タ
ン
に
い
つ
し
か
友
情
を
感
じ
て

ゆ
く
ト
ム
を
演
じ
る
デ
ニ
ス
。
ホ
ッ
・
ハ
ー
。
こ
の
三
人
の
（
男
）

の
感
し
ょ
く
が
す
ば
ら
し
い
。
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「
ま
だ
ま
だ
日
本
で
は
子
ど

神戸百店会だより

○
○
Ｆ
Ｆ
ｍ
ｏ
「
一
○
豆

★
世
界
の
現
代
人
形
展

５
日
溺
日
ｌ
釧
日
、
ベ
ニ
ー

毛
皮
店
カ
ジ
ュ
ア
ル
サ
ロ
ン
内

に
て
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
活
躍

の
作
家
の
人
形
展
が
行
わ
れ

た
。も

の
お
も
ち
ゃ
と
い
う
印
象
が

あ
り
ま
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
大
人
の
鑑
賞
に
耐
え
う
る
も

の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
ん
で
す
よ
」
と
、
企
画
室
長

の
大
島
智
恵
さ
ん
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
人
形
グ
ラ
ン
プ
リ
を
取
っ

た
シ
ル
ピ
ア
や
〃
完
成
さ
れ
た

人
形
師
″
と
い
わ
れ
る
ミ
ュ
ー

ラ
の
作
品
な
ど
、
そ
の
繊
細
な

作
り
に
訪
れ
た
人
た
ち
も
し
き

り
に
見
入
っ
て
い
た
。

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

芸術性高い人形たち

１
１４４
１

の
一
詞
『

☆
心
は
ク
リ
ス
マ
ス
”

去
る
５
月
妬
・
泌
日
の
両
日

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に
て
、

ク
リ
ス
マ
ス
・
ギ
フ
ト
・
コ
レ

ク
シ
罰
ン
が
行
わ
れ
た
。
一
年

を
通
し
て
ギ
フ
ト
商
品
が
扱
わ

れ
る
の
は
や
は
り
ク
リ
ス
マ

ス
。
最
近
で
は
子
供
向
け
ば
か

り
で
は
な
く
、
大
人
の
目
か
ら

み
て
も
充
分
楽
し
め
る
も
の
が

増
え
て
い
る
。
燃
や
し
て
し
ま

蕊
“
ノリスマスが待ち連しい

■輔タ

ク

う
の
が
も
っ
た
い
な
い
位
の
キ

ャ
ン
ド
ル
や
、
思
わ
ず
見
入
っ

て
し
ま
う
ス
ノ
ー
ポ
ー
ル
等
、

〈
ユ
ヰ
の
ク
リ
ス
マ
ス
が
待
ち
遠

し
く
な
る
商
品
が
ズ
ラ
リ
。
店

頭
に
は
秋
頃
か
ら
並
ぶ
予
定
な

の
で
、
乞
う
ご
期
待
／
、

ｚ
ｍ
一
三
「
ア
○
ｍ

☆
季
節
を
お
菓
子
で
楽
し
め
ば

創
業
加
年
の
伝
統
が
生
き
る

菊
水
総
本
店
か
ら
新
商
品
が
発

売
さ
れ
た
。

刊
花
切
子
（
は
な
き
り
こ
と

は
、
切
子
細
塑
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
作
ら
れ
た
ゼ
リ
ー
の
八
．
菓

子
。
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
、
メ
ロ

ン
、
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
な
ど
４
菰

の
味
が
楽
し
め
、
こ
れ
か
ら
の

シ
ー
ズ
ン
冷
や
し
て
ど
う
ぞ
。

遠
く
江
戸
時
代
に
は
、
春
の
四

・
五
月
、
秋
の
十
・
十
や
月
に

は
袷
の
着
物
髄
更
衣
し
て
い
た

と
い
う
当
時
の
粋
人
の
姿
を
和

菓
子
で
再
現
し
た
刊
絹
袷
（
き

い
あ
わ
せ
）
・
』
。
や
わ
ら
か
い
羽

見
霞
で
柿
・
栗
。
あ
ん
ず
・
茶
の

羊
か
ん
を
包
ん
だ
上
味
な
味
。

中
身
は
も
ち
ろ
ん
、
パ
ッ
ヶ

；
ジ
も
凝
っ
て
い
る
の
で
、
ち

鍵
ょ
っ
と
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
瞳

適
。
ま
た
神
戸
の
お
み
や
げ
と

し
て
お
馴
染
み
の
瓦
せ
ん
べ
い

に
も
新
し
く
一
・
生
且
神
戸
で
す

よ
」
が
加
わ
り
ま
し
た
ｕ

画
お
問
合
せ
／
菊
水
総
本
店

宮
０
７
８
．
３
８
２
．
０
０
８
０

「
詞
ア
の
麺
ア
ヱ
○
ｍ

☆
パ
リ
で
生
ま
れ
た
星
座
の
香

り
〃
マ
ジ
ー
ア
ス
ト
ラ
ル
〃

汗
ば
む
季
節
、
大
人
の
た
し

な
み
と
し
て
香
り
の
お
し
ゃ
れ

は
欠
か
せ
な
い
。
星
座
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
た
こ男性は黒、女性は白を

の
〃
マ
ジ
・
‐
ア
ス
ト
ラ
ル
〃
は

男
性
用
、
女
性
用
、
そ
し
て
咽

の
星
座
別
と
泌
稚
類
の
香
り
が

揃
っ
て
い
る
。

香
水
を
使
う
女
性
や
男
性
の

亜
星
座
の
サ
イ
ン
」
代
あ
わ
せ

て
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
個
別
の

香
り
を
創
造
し
よ
う
…
と
い
う

着
想
で
作
ら
れ
た
こ
の
ト
ワ
レ

は
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
全
く
始
め

て
の
珍
し
い
も
の
。
例
え
ば
か

に
座
の
女
性
な
ら
ス
ズ
ラ
ン
を

中
心
に
し
た
落
ち
着
い
た
香
り

で
、
イ
メ
ー
ジ
は
〃
ロ
マ
ン
テ

ィ
ッ
ク
″
男
性
は
ジ
ャ
ス
ミ
ン

・
オ
レ
ン
ジ
を
ブ
レ
ン
ド
し
た

さ
わ
や
か
な
香
り
…
。
自
分
で

楽
し
む
の
は
も
ち
ろ
ん
、
ペ
ア

で
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
と
い
う
の
も

酒
落
て
い
る
の
で
は
？

■
オ
ー
ド
ト
ワ
レ
『
マ
ジ
ー
ア
ス
ト
ラ
ル

、
耐
￥
６
，
０
０
０
お
買
求
め
は
サ
ノ
ヘ

本
店
言
叩
・
醐
・
４
７
０
７
ヌ
ー
ペ
ル

サ
ノ
ヘ
官
伽
・
迩
・
１
７
１
０
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；’ｗｗ蝿醒

●蛸焼きもフュージョンの世界で
池長寛さんく蛸の壷Ｎｏ．２店長＞
大学を卒業後、５年問は日本で働いて
いたが、その後アメリカに渡り、南米へ
も足を伸ばすこと数凶。ユニークな経歴
を生かして２年前から蛸の壷へ。この春
オープンしたN o . ２では、アメリカ時代
の経験を生かして、カクテルもサービス
している。「今までのイメージと違う" 蛸
焼き屋”を創りあげていきたいですね」
と新しい店創りに意欲的だ。

iii

１
１４５
１

P E O P L E 〈5 8 ＞

PＲＥＳＥＮＴ
ｍＲＮＥＲ

鼠

み、

童
睡
弓

曲
丑

;蕊

●菊水総本店より
新商品２種類を
神戸名物の瓦せんべいを柔か
くした生瓦に、小倉あずきをは
さみ込んだ「生瓦‘‘神戸です
よ, ，」は新しい神戸のおみやげ
に最適の品。今回この「生瓦“
神戸ですよ‘，」とゼリーの小莱
子「花切子」を各５個ずつ計１０
名の方にプレゼント。

ぷ嫌

蟻
癖
蕊
瀞
ｉ
鍵
．
、
鱗
・
ぷ

や
蕊

『
○
型
。
⑫

●
〃
さ
わ
や
か
に
、
附
き
を
か
け

る
２
日
間
″
と
し
て
エ
レ
ガ
ン
ス

セ
ミ
ナ
Ｉ
が
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ

テ
ル
で
行
わ
れ
る
。
蛎
師
は
現
在

『
舟
木
加
代
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ

ル
グ
ル
ー
プ
」
の
代
我
と
し
て
活

躍
中
の
舟
木
加
代
さ
ん
。
一
泊
二

、
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
内
容
は
メ

イ
ク
、
ヘ
ア
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ

コ
ン
か
ら
笑
し
い
歩
き
方
、
そ
し

て
ヘ
ル
シ
ー
メ
一
言
１
ま
で
と
盛

り
だ
く
さ
ん
。
あ
な
た
の
新
し
い

魅
力
を
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

１
回
目
７
月
皿
日
（
金
）
ｌ
皿

口
（
土
）
２
回
目
７
月
刀
日
（
金
）

’
昭
日
（
土
）
い
ず
れ
も
お
一
入

城
￥
２
９
，
０
０
０
（
一
泊
、
昼

朝
食
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
、
訓

習
、
税
サ
共
）
定
員
は
一
回
知
名
。

血
盟
音

③ サノヘより
マジーアストラルを
すれ遮った時にほんのりと漂
ってくる残り香･ ' ･ ･ あなたもこ
の夏、香りのおしゃれに挑戦し
てみませんか。神戸では唯一サ
ノヘでしか扱っていないオード
トワレ「マジーァストラル」を
１名槻にプレゼントします。商
品の受けとりはサノヘまで。

▼
応
募
方
法
⑨
葉
書
に
住
所
、
氏
名
、
晒
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
東
町

ｍ
Ｉ
１
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
「
月
刊
神
戸
っ
子
」
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
７
月
加

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
葉
書
を
発
送
、
葉
書
を
持
っ
て
お
店
ま
で
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

･ 輔

詞
ｑ
蕊

定
員
に
な
り
し
だ
い
〆
切
。
お
問

合
せ
お
申
込
は
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア

ホ
テ
ル
、
サ
ロ
ン
・
ド
・
ポ
ー
ト

ピ
ア
無
務
局
含
０
７
８
．
３
０
２

・
１
１
１
１
ま
で
。

●
田
崎
真
珠
銀
座
店
が
７
月
１
口

新
装
開
店
。
新
し
い
店
内
の
イ
メ

ー
ジ
は
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
モ
ダ

ン
」
落
ち
つ
い
た
品
格
の
あ
る
空

附
が
特
徴
に
な
っ
て
い
る
。
東
京

都
中
央
区
銀
座
６
１
７
１
四
宮
０

３
．
５
７
２
．
２
６
５
５
、
曲

釦
Ａ
Ｍ
ｌ
７
聖
ｍ
Ｐ
Ｍ

●
フ
ァ
ミ
リ
ア
節
、
回
マ
ク
ー
ー

テ
ィ
セ
ミ
ナ
ー
「
こ
う
の
と
り
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
７
月
詣
日
（
土
）

哩
・
・
釦
１
元
町
風
月
堂
ホ
ー
ル
に

て
側
か
れ
る
。
歌
と
波
奏
、
マ
タ

ニ
テ
ィ
体
操
な
ど
。
お
一
人
棟
￥

１
，
５
０
０
ペ
ア
券
￥
２
，
５
０
０

お
申
込
は
茸
３
２
１
．
２
４
６
８

､ 鋼飼8 常

●
師
籍
踊
年
記
念

松
本
尚
蒔
リ
サ
イ
タ
ル

５
月
釦
日
夕
刻
、
田
崎
ホ

ー
ル
に
於
て
神
戸
開
港
加
年

と
師
籍
妬
年
を
記
念
し
た
地

唄
舞
の
松
本
尚
蒔
さ
ん
の
リ

サ
イ
タ
ル
が
開
演
さ
れ
た
。

〃
情
〃
を
テ
ー
マ
に
し
た

今
回
の
リ
サ
イ
タ
ル
は
、
ゲ

ス
ト
に
上
方
芸
能
編
集
長
の

木
津
川
計
さ
ん
、
落
語
家
の

桂
春
蝶
さ
ん
を
迎
え
、
芸
談

と
『
立
切
線
香
』
の
落
語
も

含
ま
れ
た
構
成
。

地
唄
舞
『
葵
の
上
・
梓
の

出
』
で
は
唄
と
三
弦
の
菊
寺

光
治
さ
ん
、
笛
の
野
口
浩
和

さ
ん
の
音
を
バ
ッ
ク
に
、
嫉

妬
に
狂
う
六
惟
御
息
所
を
演

じ
本
領
発
揮
と
い
う
と
こ

ろ
。

『
ゆ
き
』
で
は
う
っ
て
変

わ
り
待
つ
女
の
有
情
を
趣
き

豊
か
に
演
じ
、
そ
の
艶
姿
に

場
内
か
ら
た
め
息
も
。

灘
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「春分・秋
分を彼岸の
中日という
彼岸と言う
言葉は知っ
ていても、
それが釈迦
の教えた
“迷いの現
世を出発し
完成の未来
に向って進

コウベファッションソサエティ

Ｋ､Ｆ､Ｓ・newsl2

ことは、皆さんも御存知のことと思い
ます。唐招提寺を拝観し、師の苦労を
いたく胸に感じました。
次に、西大寺を訪れ、参加者全員で
記念写真を撮り、その後、茶室にて、
尺余の大茶碗で信茶一味の妙境に参ず
る独特な茶会に出席し、満足感に満ち
た後、若草山の麓の朝日軒で昼食をと
りました。午後、岩船寺、浄瑠璃寺を
拝観しました。浄瑠璃寺の本堂で住職
の講話を受けた時に印象に残ったお話
を一部紹介いたします。

霞雰

薮号幹笠繍,
鵠ミ

146

☆神戸ファッション市民大学ＯＢによるグループ

＜神戸のファッション都市化をめざす＞ 125 事務局／神戸市中央区東町1 1 3 - 1 大神ピル９Ｆ
月刊神戸っ子内ＴＥＬ（0 7 8 ）3 3 1 - 2 2 4 6

神戸ファッション研究所
設壷墓令募集中. ／

●７月の総会
日時７月1 7 日（金）

ＰＭ６：３０～
場所元町風月堂本店Ｂ１

風月堂ホール
年に１度の総会です。日頃欠席されている方
も、この機会にぜひ御出席ください。

む”その出発点と目標点とを河の巾で
しかん

表して出発点を此岸と言うのI こ対し目
的地が彼岸だと理解している人は意外
に少ない。東の中心から日が昇り、真
西の中心へ太陽の光が橋を渡すように
結んでくれる年に二回の機会を､ 春分、
秋分を、彼岸の中日と言う。この事を
知ってお寺やお墓にお参り下さい｡ 」
とのことです。参加した皆様方も何

か一つ徳をしたようなすがすがしい気
分で寺を後にしました。道端で農家の
方が筒、椎茸、漬物等を市価の半額位
で売っていたので、それぞれお土産に
買って帰りました。

冨
塑

☆ＫＦＳ野外親睦会

緑まぱゆl 《､ 大和路へ
ＫＦＳ書記西篠幹男く服飾ミロー＞

きれいに晴れ上がった５月1 0 日、Ｋ
ＦＳの日帰り旅行で奈良大和路を回り
ました。ＪＲ三宮駅前を朝８時3 0 分、
マイクロバスで出発。阪奈道路を通
り、青葉、若葉の緑がまばゆいばかり
の山々を眺めながら、初めに唐招提寺
を訪れました。
唐招提寺は、聖武天皇の寵招に応え
るために、１２年間、途中で失明したに
もかかわらず、前後５回に及び難航海
の末、奈良の都に到着した高僧鑑真和
上が安置されているお寺であるという

霧一一燕

雛
０４

IMI

⑳新入会員
伊藤すみ子
く浦販店．うめたに＞
お酒がグメという御主人に

代って、ワインをたしなむ奥
橡。目下、お客. 雛に応じたワ
インの勧め方を勉強中とのこ
と。お気に入りは、サドヤ・
ミュールキ

》

鶴蕊畿
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お
客
様
に
出
す
。
値
段
も
ラ
ン

チ
が
１
８
０
０
円
か
ら
、
デ
ィ

ナ
ー
が
３
５
０
０
円
か
ら
と
、

グ
ッ
と
親
し
み
易
い
価
格
と
な

っ
て
い
る
。

「
フ
ラ
ン
ス
料
理
は
高
い
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が

そ
れ
を
払
拭
し
た
い
で
す
ね
」

と
中
山
チ
ー
フ
シ
ェ
フ
は
語
る

日
中
央
区
山
本
通
１
丁
目
７
１
５
北
野

メ
ゾ
ン
プ
ラ
ン
シ
ェ
ー
窟
２
６
１
‐
３

１
７
１
Ⅲ
釦
刈
Ａ
Ｍ
Ｉ
２
如
犯
Ｐ
Ｍ

５
⑬
刃
Ｉ
Ⅲ
⑭
ｍ
Ｐ
Ｍ
月
晒
定
休

笑顔が印象的な店長

☆
御
影
の
新
名
所
に

に
し
む
ら
卯
誹
御
影
店
誕
生

宮
水
伽
誹
で
お
馴
染
み
の
に

し
む
ら
伽
誹
が
、
５
月
２
日
御

影
店
を
オ
ー
プ
ン
。
住
宅
街
に

囲
ま
れ
た
中
、
ベ
ー
ジ
ュ
と
ピ

ン
ク
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
外
観

が
優
し
い
雰
囲
気
を
醸
し
だ
し

て
い
る
。
一
階
は
コ
ー
ヒ
ー
ル

ー
ム
（
石
屋
川
店
が
移
転
）
、

そ
し
て
二
階
に
は
石
焼
き
ス
テ

ー
キ
み
か
げ
館
が
に
し
む
ら
の

新
し
い
顔
と
し
て
登
場
。
但
馬

牛
を
お
客
様
自
身
で
焼
い
て
も

ら
う
と
い
う
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
的

な
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
。
厳
選
さ

れ
た
材
料
を
、
ゆ
き
届
い
た
サ

ー
ビ
ス
で
心
ゆ
く
ま
で
味
わ
え

る
。
駐
車
場
も
弱
台
完
備
。

鮎篭

び
っ

《綱・瀞
Ｐ群

お酒落なひとときを

新
開
地
の
あ
お
き
屋
は
、
御

飯
物
か
ら
め
ん
類
・
一
品
物
ま

で
、
何
で
も
ご
ざ
れ
の
お
食
事

処
。
店
内
に
は
ズ
ラ
リ
、
色
取

り
取
り
の
お
品
書
き
が
。
一
寓

両
Ⅱ
伽
円
の
計
算
で
、
例
え
ば

定
食
は
七
幽
両
か
ら
。
「
こ
の

値
段
で
こ
の
ポ
リ
ュ
ー
ム
ノ
・
新

メ
ニ
ュ
ー
も
増
や
し
ま
す
よ
」

と
胸
を
張
る
青
木
店
長
。
装
飾

の
島
津
鉄
也
画
伯
の
日
本
画
は

３
カ
月
毎
に
新
作
が
お
目
見
え

す
る
と
い
う
。
美
人
画
を
鑑
賞

し
な
が
ら
、
定
食
の
み
そ
汁
を

す
す
る
の
も
、
な
か
な
か
オ
ッ

１
１４７
１

蝿
■
に
し
む
ら
加
排
御
影
店
・
み
か
け
館

御
影
山
手
幹
線
弓
場
線
角
衝
８
５
４
１

２
１
０
５
８
”
ｍ
Ａ
Ｍ
１
ｍ
叫
犯
Ｐ
Ｍ

☆
町
人
気
分
で
満
腹
感
を

閉

u＆

覚
に
襲
わ
れ
そ
う
な
純
英
国

風
パ
ブ
。
オ
ー
プ
ン
し
て
５

カ
月
、
固
定
客
も
つ
い
て
き

た
。「

ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
と
ス
コ

ッ
チ
で
、
気
軽
に
パ
ブ
タ
イ

ム
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
」
と

店
長
の
山
本
直
樹
さ
ん
。
並

ん
だ
ス
コ
ッ
チ
は
、
モ
ル
ト

ウ
イ
ス
キ
ー
訓
種
余
。
神
戸

商
大
在
学
中
か
ら
、
キ
ン
グ

ス
ア
ー
ム
ス
で
の
ア
ル
バ
イ

ト
で
み
っ
ち
り
鍛
え
た
料
理

も
、
本
格
派
純
英
国
風
。
大

人
の
パ
プ
タ
イ
ム
を
過
し
た

い
時
訪
れ
た
い
店
だ
。

■
ラ
ン
チ
（
２
Ｐ
Ｍ
ま
で
）
８
０
０
円

１
２
５
０
０
円
ま
で
７
種
類
／
ス
ナ

ッ
ク
フ
ィ
ッ
シ
ュ
＆
チ
ッ
プ
ス
ー
０

０
０
円
カ
ン
ト
リ
ー
オ
ム
レ
ツ
７
０

０
円
な
ど

｡』･；
＝
Ｉ辞１
８１：

脅職
“

英国紳士を気取って下さい

蝋

な
も
の
。

■
ス
テ
ー
キ
定
食
・
エ
ビ
フ
ラ
イ
定
食
十

寓
両
他
／
神
戸
新
開
地
倉
５
７
５
１
８
９

０
８
Ⅲ
唖
鋤
Ａ
Ｍ
Ｉ
９
坤
犯
Ｐ
Ｍ
月
休

☆
気
軽
な
雰
囲
気
で

フ
ラ
ン
ス
料
理
を

く
に
か
ザ

チ
ー
フ
シ
ェ
フ
の
中
山
邦
員

さ
ん
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
加
年
勉

強
し
、
帰
国
し
て
か
ら
は
調
理

師
学
校
で
料
理
を
教
え
た
り
、

デ
リ
カ
テ
ッ
セ
ン
の
研
究
室
に

勤
め
て
い
た
が
、
こ
の
５
月
犯

日
、
北
野
の
一
角
に
ポ
ン
ム
ド

ー
ル
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

毎
朝
、
車
上
犬
市
場
に
行
き
、

新
鮮
な
物
を
自
ら
の
目
で
選
択清潔感あふれる店内

●
神
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

英
国
風
パ
ブ

バ
ト
ラ
ー

中
央
区
三
宮
町
２
１
９
１
２

宮
３
９
２
１
５
２
８
０

Ⅲ
配
的
Ａ
Ｍ
Ｉ
２
”
ｍ
Ｐ
Ｍ
日
晒
休

扉
を
開
け
て
現
れ
た
の
は

粋
な
英
国
紳
士
別
そ
ん
な
錯

露愛転_ 日ﾖ …武亭晒牛一唖履幕襲

【４㎡

;#１
陵‘
購輔ｌ

ｚ２
Ｐ

罰
呉
Ｆ
巳
も
。
剃
湖
『
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カ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を

バ
ッ
ク
に
、
ア
ト
ラ
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
楽
し
み
な
が
ら
ビ
ー
ル
と

食
事
が
楽
し
め
る
。

こ
の
他
、
北
野
、
元
町
旧
居

留
地
、
王
子
公
園
、
岡
本
、

灘
、
港
・
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
、
六
甲
山
・
摩
耶
山
、
有
馬

温
泉
、
農
業
公
園
、
須
磨
な
ど

☆
海
の
祭
典
華
々
し
く
開
催

７
月
四
日
ｌ
妬
日
、
「
第
２

回
海
の
祭
典
」
が
神
戸
で
開

催
。
開
港
皿
年
祭
と
あ
わ
せ

て
、
盛
り
沢
山
の
行
事
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
姐
日
は
、
岩
手

の
釜
石
ま
つ
り
、
新
潟
ま
つ
り

な
ど
日
本
の
海
の
ま
つ
り
が
神

戸
国
際
会
議
場
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

で
「
海
の
祭
典
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
実
施
。
〃
ポ
ー
ト
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
皿
フ
オ
ー
ラ
ム
イ

ン
神
戸
″
と
題
し
、
初
日
は
基

調
講
演
に
新
野
幸
次
郎
神
戸
大

学
学
長
、
特
別
講
演
に
俳
優
の

森
繁
久
弥
を
迎
え
る
。
２
日
目

は
、
嶋
田
勝
次
神
戸
大
学
教
授

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
「
み

な
と
と
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
に
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
繰

り
広
げ
ら
れ
る
。

- ＝ q 乞鎧一

１
１４８
１

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

灘
嶋田勝次

は２２２１
、日日
神に、

新野幸次郎
ｉｌ－上結戸
・ドパ、に
がし海集

で
多
彩
な
催
し
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

四
問
い
合
わ
せ
／
神
戸
観
光
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
推
進
協
議
会
（
神
戸
市
経
済
局
観

光
課
内
）
官
３
３
１
１
８
１
８
１
㈹

★
い
よ
い
よ
７
月
相
日

須
磨
海
浜
水
族
園
オ
ー
プ
ン

日
本
に
お
け
る
〃
水
族
館
発

祥
の
地
″
神
戸
。
そ
の
水
族
館

が
、
世
界
最
大
級
の
〃
水
族
園
″

と
し
て
生
ま
れ
か
わ
っ
た
。

そ
の
他
、
た
そ
が
れ
ジ
ャ
ズ

コ
ン
サ
ー
ト
、
野
外
音
楽
祭
、

花
火
大
会
な
ど
楽
し
い
催
し
が

目
白
押
し
。

☆
今
年
も
夏
は
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
が

お
も
し
ろ
い

恒
例
の
「
ハ
ロ
ー
ノ
．
神
戸
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
が
、
今
年
は

７
月
肥
日
か
ら
８
月
飢
日
ま
で

市
内
各
所
で
開
か
れ
る
。

今
年
の
〃
目
玉
″
は
、
７
月

Ⅳ
日
か
ら
８
月
窮
日
ま
で
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
市
民
広
場
で
開

か
れ
る
「
ア
メ
リ
カ
ン
。
ビ
ア

・
フ
エ
ス
タ
」
。
会
場
全
体
は

本
年
の
﹇
市
民
福
祉
講
座
﹈
決
定

本
年
の
第
十
五
回
市
民
の
福
祉
講
順
は

次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

○
テ
ー
マ
共
に
生
き
る

○
日
時
昭
和
配
・
７
．
溺
（
日
）
午

前
９
・
釦
１
午
後
４
．
ｍ

○
場
所
兵
庫
県
立
の
じ
ぎ
く
会
館

兵
庫
県
庁
の
北
二
○
○
ｍ

○
定
員
三
五
○
名
（
申
込
先
着
順
）

○
参
加
料
一
般
二
、
○
○
○
円

中
・
高
校
生
五
○
○
円

（
切
手
で
代
用
可
）

○
日
程

九
・
五
○
開
会
あ
い
さ
つ

一
○
・
○
○
’
一
二
・
○
○

講
演
「
人
間
礼
拝
」

Ｉ
亜
い
陣
審
の
人
を
大
切
に
ｌ

大
分
県
み
の
り
村
コ
ロ
ー
ー
ー

理
事
長
太
木
英
正
先
生

一
・
○
○
’
一
・
四
○

映
画
「
は
た
ら
く
』

教
育
映
画
祭
優
秀
作
品
賞
受
徴

「
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
協
会
」
企
而

二
・
○
○
’
四
・
○
○

泌
演
「
い
の
ち
こ
の
い
と
し
き
も

の
」作

家
灰
谷
健
次
郎
先
生

○
幼
児
・
障
害
児
の
保
育

す
ぎ
の
子
会
の
奉
仕
、
申
込
み
先
着

順
○
手
話
手
話
グ
ル
ー
プ
「
こ
こ
ろ
」

○
申
込
適
当
な
用
紙
に

側
住
所
②
氏
名
③
砥
括
番
号
側

職
洪
⑤
保
育
の
要
否
を
響
き
、

参
加
料
（
、
円
切
手
代
用
可
）

を
添
え
左
記
へ
申
し
込
ん
で
下

さ
い
。

挺
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

師
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
の
郵
便
局
の
隣

鰯
○
七
八
１
二
三
一
’
二
一
一
四

今年はアメリカン
ピアフェスタで

I 怪気のりｌァ
快で雰カア’
な、囲ンメリ

園
内

こ
ま
、

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動

館
、
和
楽
園
展
示
館
、
ラ
ッ
コ
館

な
ど
７
館
が
緑
の
中
に
点
在
。

シ
ア
ト
ル
か
ら
ラ
ッ
コ
が
や

っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
、
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
シ
ア
ト
ル
市

長
も
出
席
す
る
予
定
。

園
神
戸
市
叙
膳
区
若
宮
町
１
‐
３
．
１
５

営
業
時
間
９
．
．
，
１
Ⅳ
．
、
加
水
蝿
休

入
館
料
大
人
剛
円
、
中
人
如
円
、
小

人
如
円
、
幼
児
伽
円

☆
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
商
店
連
合

会
長
に
山
田
六
郎
氏

三
宮
セ
ン
タ
ー
街
商
店
連
合

会
長
を
十
四
年
間
務
め
ら
れ
た

岸
野
利
男
氏
（
ブ
テ
ィ
ッ
ク
シ

ン
ワ
社
長
）
が
、
六
月
の
総
会

を
機
に
辞
任
さ
れ
、
後
任
に
は

一
丁
目
の
、
山
田
六
郎
氏
（
Ｋ

Ｋ
ウ
ィ
ン
ザ
ー
社
長
）
が
会
長

に
就
任
さ
れ
た
。

ラッコ館が登塙

屑場ブ琴1噸
魚世劇イめを
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空
い
っ
ぱ
い
の
デ
ィ
ス
コ
、
ス

ペ
ー
ス
。
ウ
ォ
ム
や
ち
ょ
っ
と

エ
ッ
チ
な
マ
ジ
カ
ル
・
ロ
マ
ン

ス
、
時
速
３
百
キ
ロ
の
ラ
ジ
コ

ン
ゲ
ー
ム
が
体
験
で
き
る
ス
ー

パ
ー
ゲ
ー
ム
Ｚ
な
ど
な
ど
楽
し

い
遊
び
が
ぎ
っ
し
り
。
夢
工
場

事
務
局
は
、
お
ニ
ャ
ン
子
ク
ラ

ブ
の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
つ
き
特

別
入
場
券
を
神
戸
っ
子
の
愛
読

者
５
名
さ
ま
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
ノ
．

画
ご
希
飢
の
方
は
月
刊
神
戸
っ
子
‐
夢

工
場
」
係
新
井
ま
で

☆
結
婚
Ｉ
高
砂
を
め
ざ
し
て

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
地
味

な
イ
メ
ー
ジ
の
高
砂
市
だ
が
、

高
砂
青
年
会
議
所
が
此
度
「
ブ

ラ
イ
ダ
ル
都
市
高
砂
」
を
提
唱
。

〃
高
砂
や
ｌ
″
と
謡
え
ば
誰

も
が
結
婚
式
を
連
想
す
る
こ
と

か
ら
、
高
砂
プ
ラ
イ
ダ
ル
の
一

談
会
』
が
開
催
さ
れ
る
。

旭
堂
小
南
陵
の
「
怪
談
・
淀

の
月
」
を
は
じ
め
、
旭
堂
南
学
、

旭
堂
南
華
が
出
演
。
有
料
の
講

談
会
と
し
て
は
兵
庫
県
下
で
初

め
て
の
定
例
会
と
な
る
。

蕊
謙
霊

耐
和
の
称
号
は
「
書
経
」
の
な
か
の

『
百
姓
昭
明
、
万
邦
協
和
」
か
ら
取
っ

た
も
の
だ
が
、
そ
の
昭
和
も
帥
年
を
越

え
た
。
そ
の
帥
年
の
間
に
は
第
２
次
世

界
大
戦
が
あ
り
、
政
治
形
態
の
変
改
も

あ
り
、
経
済
も
そ
れ
に
伴
な
っ
て
大
き

く
変
わ
っ
た
。
郷
土
兵
庫
も
歴
史
の
流

れ
の
な
か
で
、
波
乱
に
富
ん
だ
ド
ラ
マ

を
繰
り
広
げ
た
、
そ
の
先
人
達
の
業
統

（
六
甲
出
版
村
井
製
木
所
）

浄
榊
職
Ｊ
『
歌
潔
戸
》
水

神
戸
で
、
凧
和
の
淵
よ
り
発
行
さ

れ
て
き
た
「
六
甲
」
と
い
う
歌
誌
に
、

約
２
紫
に
亘
っ
て
連
縦
さ
れ
て
い
た

〃
神
戸
歌
枕
雑
談
″
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
．
神
戸
を
蕊
口
に
平
安
朝
よ
り

読
み
伝
え
ら
れ
て
き
た
歌
を
中
心
に
、

そ
の
舞
台
と
な
っ
た
土
地
の
地
図
も
入

れ
現
在
の
姿
を
足
が
か
り
に
、
古
代
の

人
々
の
心
に
ま
で
言
及
し
て
お
り
、
神

戸
開
港
加
年
記
念
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容

（
和
泉
普
院
１
６
０
０
円
）

聯
篭
今
年
、
「
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
」
は
、

伝
統
（
？
）
の
お
家
騒
動
が
起
こ
っ
た
り

神
フ
ァ
ン
の
意
気
は
あ
が
っ
て
い
る
。

本
誌
は
、
著
者
が
卵
年
４
月
か
ら
デ
イ

リ
ー
ス
ポ
ー
ッ
に
週
一
遍
連
戦
し
て
き

日
本
一
に
な
っ
た
蛎
年
の
興
密
か
ら
、

本
年
の
最
下
位
ま
で
、
虎
フ
ァ
ン
の
熱

「
ド
イ
ツ
の
人
々
の
暖
か
い
心

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
、
大

変
嬉
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
親
善

の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
」
と
受

勲
の
感
激
を
語
っ
て
い
た
。

☆
夏
の
夜
は
怪
談
で
〃
涼
し
く
″

芸
能
文
化
に
よ
り
地
域
の
活

性
化
を
図
る
「
上
方
の
古
典
に

親
し
む
会
」
（
河
内
厚
郎
代
表
）

の
主
催
で
『
納
涼
ユ
ニ
オ
ン
講

図
書

ガ
イ
ド

氏
は
「
責
任
は
大
変
重
い
の
で

す
が
、
街
の
発
展
の
た
め
に
努

力
し
て
行
き
た
い
の
で
、
ご
支

援
を
」
と
意
欲
的
な
姿
勢
。

若
々
し
い
セ
ン
タ
ー
街
の
街

づ
く
り
を
期
待
し
た
い
。

☆
ド
イ
ツ
と
の
心
の
通
訳
を

神
戸
の
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

総
領
事
館
で
、
５
月
”
日
、
功

労
勲
章
リ
ボ
ン
功
労
十
字
章
の

伝
達
式
が
行
わ
れ
た
。
勲
章
を

受
け
た
の
は
鳴
門
市
で
通
訳
を

し
て
い
る
田
所
喜
八
郎
さ
ん
。

七
月
七
日
午
後
五
時
三
十
分

よ
り
生
田
神
社
会
館
四
階
ホ
ー

ル
で
新
旧
連
合
会
長
歓
送
迎
会

が
開
か
れ
る
。
ち
な
み
に
副
会

長
は
岩
崎
幸

塞
一
、
坂
田
光

嫡
男
、
馬
場
敏

唾
之
各
氏
。
新

山
会
長
の
山
田総領事と田所さん

が
６
月
皿
日
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル

ホ
テ
ル
で
催
さ
れ
、
〃
エ
ル
パ

ン
チ
ョ
。
キ
タ
ノ
〃
の
奥
田
大

二
郎
さ
ん
が
、
初
代
神
戸
支
部

長
に
選
出
さ
れ
た
。
バ
ー
テ
ン

に
親
し
む
夕
べ
…
な
か
な
か
お

つ
で
は
な
い
で
す
か
。

■
日
時
７
月
泌
日
（
金
）
７
Ｐ
Ｍ
開
演

■
場
所
湯
煮
温
亭
ホ
ー
ル

阪
急
「
夙
川
」
／
阪
神
「
香
炉
園
」
下
車

回
料
金
当
日
即
円
（
前
売
加
円
）

園
予
約
・
問
合
せ
雷
０
７
９
８
翁
）

８
９
１
１
湯
煮
温
亭
ま
で

☆
日
本
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
協
会
が

一
本
化
／
，

長
年
に
亘
っ
て
、
日
本
の
バ

ー
テ
ン
ダ
ー
の
組
織
は
Ｊ
Ｂ
Ｎ

と
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ａ
と
い
う
２
つ
の
組

織
に
分
裂
し
て
い
た
の
だ
が
、

こ
の
度
、
神
戸
が
仕
掛
人
と
な

っ
て
、
社
団
法
人
日
本
バ
ー
テ

グ
ー
の
地
位
と
技
術
の
向
上
を

め
ざ
す
同
会
の
今
後
の
活
躍
に

期
待
し
た
い
。

★
こ
の
夏
の
話
題
独
占
〃
夢
エ

場
獅
″
入
場
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
、
ニ
ュ

ー
メ
デ
ィ
ア
達
の
リ
ズ
ム
が
、

い
ぶ
き
が
、
笑
い
が
…

ハ
イ
テ
ク
の
祭
典
『
夢
工
場

Ｗ
』
は
７
月
旭
日
か
ら
、
大
阪

・
南
港
の
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪

と
東
京
。
晴
海
国
際
見
本
市
会

場
で
い
よ
い

よ
“
日
間
の

ハ
イ
‐
テ
ク
・

ロ
マ
ン
の
幕

を
開
く
。
星

初代役員の挨拶
部神第さ一協ン
大戸一それ本会ダ
会支回のた化とＩ

旭堂小南陵
典らえに
芸、なふ怪
能古がる談

蟻
１
１４９
１
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西川由季子さん
まが言い控
れ生子るえ
るま供がて

活
動
し
て
き
た
光
風
会
に
と
っ

て
、
本
展
の
地
元
開
催
は
長
年

の
願
い
だ
っ
た
と
か
。
日
展
の

下
部
組
織
で
あ
る
同
会
で
、
本

年
も
日
展
入
選
を
め
ざ
し
て
、

今
回
も
作
品
を
展
示
し
て
い
る

の
が
国
分
郁
子
さ
ん
。
そ
の
独

得
の
透
明
感
の
あ
る
作
風
は
女

性
ら
し
さ
を
秘
め
、
注
目
を
あ

び
て
い
る
。
「
女
性
ら
し
さ
と
、

存
在
感
の
あ
る
、
自
分
だ
け
の

画
風
を
め
ざ
し
た
い
」
と
語

る
。

。
ブ
ラ
ザ
ー
ス
』
を
発
行
し
た

の
が
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ｉ
タ
ー
の

西
川
由
季
子
さ
ん
。
す
で
に
哩

冊
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
と

ん
ど
自
分
一
人
で
編
集
・
発
行

し
て
い
る
。
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
で

斬
新
な
視
点
は
、
か
っ
て
浅
田

彰
の
コ
ラ
ム
で
も
紹
介
さ
れ

た
ほ
ど
。
昨
年
結
婚
、
出
産
を

大
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
全
国
的
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

６
月
詔
日
に
は
『
ブ
ラ
イ
ダ

催
。
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
村
上
和
子

さ
ん
（
サ
ン
Ｔ
Ｖ
）
が
基
調
講

演
を
行
っ
た
。
ま
た
７
月
妬
日

に
は
「
世
界
の
ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
を
開
く
。

★
自
分
だ
け
の
面
白
さ
求
め
て

世
の
中
で
、
何
か
面
白
い
も

の
は
な
い
か
、
と
好
奇
心
い
つ

ぱ
い
に
探
し
回
っ
て
い
る
内
に

「
え
え
い
、
自
分
で
面
白
い
も

の
を
作
り
出
し
ち
ゃ
え
」
と
、

同
人
誌
『
イ
ｉ
ス
ト
・
サ
イ
ド

☆
い
よ
い
よ
花
開
く
神
戸
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン

神
戸
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
の
完
成
を
記
念
し
て
行
わ

れ
た
、
神
戸
博
Ｉ
ポ
ー
ト
ピ

ア
皿
か
ら
既
に
六
年
を
経
過

し
た
。
こ
の
博
覧
会
跡
地
に

槌
音
高
く
建
設
が
進
め
ら
れ

て
『
き
た
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン

花時計

銅
咋
蹄
霜
試
細
頓
舞
啄
娃
雛
岬
訓
河
馳
一

過
ノ
哩
茸
０
７
８
（
鋤
）
４
３
４
９
－

は
『
ブ
ラ
イ
ダ

ん
ル
都
市
高
砂

華
を
め
ざ
し

廓
て
』
シ
ン
ポ

村
ジ
ウ
ム
を
開

国分郁子さん
め本絵て
ざ流画具
しをの象

で
に
、
何
と
か
も
う
１
冊
出
し
性
ら
し
さ
を
秘
め
、
注
目
簿

た
い
で
す
」
と
語
る
。
び
て
い
る
。
「
女
性
ら
し
さ

☆
新
し
い
画
風
生
み
だ
し
た
い
存
在
感
の
あ
る
、
自
分
だ
枠

６
月
２
日
１
７
日
、
西
宮
市
画
風
を
め
ざ
し
た
い
」
ル

立
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
第
弼
る
。

：
ｌ
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
：
１
１
１
：
Ｉ

も
い
よ
い
よ
全
体
の
完
成
も
で
青
空
高
く
そ
び
え
る
光
景

間
近
く
な
っ
て
き
た
。
は
誠
に
素
晴
ら
し
い
の
一
言

ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
の
に
尽
き
る
。
そ
れ
は
さ
な
が

雄
、
オ
ー
ル
ス
タ
イ
ル
が
グ
ら
神
戸
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が

ル
ー
プ
の
本
拠
地
を
建
設
。
世
界
に
飛
翻
す
る
、
そ
し
て

そ
の
中
に
「
モ
ー
ド
ピ
ァ
」
さ
わ
や
か
に
勝
利
宣
言
を
す

を
建
て
た
。
こ
の
「
モ
ー
ド
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ビ
ア
」
こ
そ
、
神
戸
フ
ァ
ッ
こ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ

シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
の
中
心
地
域
ン
か
ら
神
戸
の
モ
ｉ
ド
が
全

に
な
る
。
こ
こ
に
一
大
彫
刻
国
に
発
信
さ
れ
、
名
実
と
も

群
が
建
設
さ
れ
た
。
神
戸
の
に
「
モ
ー
ド
ピ
ァ
」
に
ふ
さ

作
家
新
谷
露
紀
さ
ん
の
作
品
わ
し
い
存
在
で
あ
る
よ
う
に

に
な
る
「
愛
の
讃
歌
」
の
テ
願
わ
ず
に
は
お
れ
な
い
。

－
マ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
モ
ー
ド
ピ

最
大
の
彫
刻
は
地
上
妬
、
ア
」
が
神
戸
の
新
名
所
と
し

の
円
柱
の
上
に
約
２
．
鋤
、
て
市
民
に
愛
さ
れ
親
ま
れ
る

に
及
ぶ
「
勝
利
の
女
神
」
像
こ
と
を
祈
り
た
い
。
八
Ｙ
Ｖ

●
六
○
画
、
で
○
ｍ
『

☆
日
本
両
家
の
山
本
大
慈
先
雌
が
、
三

年
の
闘
病
の
末
、
海
岸
病
院
で
六
月
六

日
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
〃
牡
丹
の

花
″
を
拙
き
、
そ
の
気
品
と
稚
脳
さ
は

素
晴
し
く
、
神
戸
ら
し
い
日
本
両
家
で

し
た
。
又
本
誌
の
神
戸
酒
徒
番
附
の
横

綱
と
し
て
も
風
格
あ
る
酒
徒
ぶ
り
に
、

大
輪
の
牡
丹
が
散
っ
た
よ
う
で
す
。
御

冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
画
家
の
西
村
功
さ
ん
は
、
六
月
三
Ｒ

か
ら
一
カ
月
間
パ
リ
に
滞
在
さ
れ
ま
す

☆
神
戸
七
福
神
奉
讃
会
の
発
足
パ
ー
テ

ィ
が
、
六
月
二
十
三
日
唯
Ⅲ
神
社
会
館

で
午
前
十
一
時
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た

☆
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
吉
村
由
美
さ
ん
が

転
居
。
〒
町
神
戸
市
灘
区
赤
松
町
３
丁

目
５
１
鋤
ガ
ー
デ
ニ
ア
六
叩
狐
宮
叩

（
血
）
４
６
６
６

★
朝
日
新
聞
阪
神
支
局
の
故
小
尻
知
博

記
者
が
歩
い
た
街
〃
尼
崎
の
人
々
が
集

う
会
〃
が
、
サ
ン
シ
ン
ビ
ッ
ク
尼
崎
で

６
／
犯
午
後
１
．
．
ｍ
１
８
頭
伽
リ
レ
ー

パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
開
仙
。

☆
五
月
二
十
九
日
よ
り
財
団
法
人
「
白

鹿
記
念
酒
造
博
物
鮪
」
館
長
に
、
南
野

武
衛
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

☆
建
築
家
の
竹
山
清
明
さ
ん
が
Ⅲ
肘
制

地
の
海
岸
ピ
ル
に
本
務
所
を
移
転
。
〒

卸
中
央
区
海
岸
通
３
番
地
海
岸
ピ
ル
・

一
級
建
築
士
事
務
所
、
生
活
空
間
研
究

所
溝
０
７
８
（
３
９
２
）
５
０
５
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
７
８
（
３
９
２
）
５
０
３
８

☆
兵
庫
県
ス
ケ
ー
ト
連
盟
の
上
野
衣
子

さ
ん
の
電
話
番
号
が
変
り
ま
し
た
。
〒

卸
東
灘
区
森
北
町
６
丁
目
６
１
通
ヴ
ィ

ラ
上
野
加
茸
０
７
８
（
４
１
３
）
１
１

２
５
０
（
４
１
２
）
１
７
０
０
１

☆
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
小
宮
容

一
さ
ん
が
移
転
。
〒
剛
東
灘
底
畑
中
町

４
ノ
５
ノ
、
ノ
副
官
０
７
８
（
４
１

３
）
０
４
８
１

☆
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
宮
川
光
世
さ
ん

が
芦
屋
に
事
務
所
を
。
芦
屋
市
西
芦
屋

町
２
ノ
３
ノ
３
０
２
／
茸
０
７
９
７

（
理
）
６
６
９
４

☆
読
売
テ
レ
ビ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
弘
中

謙
さ
ん
（
垂
水
在
住
）
が
、
末
松
順
子

さ
ん
と
６
月
７
周
に
結
婚
に
ゴ
ー
ル
イ

ン
。☆

一
元
神
一
戸
っ
子
サ
ン
バ
チ
ー
ム
の
平
田

貴
美
さ
ん
が
水
永
昌
宏
さ
ん
と
４
月
狸

150

回
光
風
会
展
」
が
開
催
。
昭
和

妬
年
創
立
以
来
、
長
年
に
亘
っ

鰯
鍵胤鍵
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蕊

神
戸
の
街
の
ど
こ
が
気
に
い
っ
て
い

る
か
と
い
え
ば
、
時
間
の
過
し
方
が
優

雅
だ
か
ら
で
す
。

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
が
雨
に
濡
れ
て
、

サ
ン
バ
を
踊
る
姿
が
路
面
に
揺
れ
た
時

の
あ
の
楽
し
さ
。
蝉
の
皮
を
一
枚
脱
ぎ

す
て
た
よ
う
な
さ
わ
や
か
な
気
分
で
、

美
味
し
い
も
の
を
味
わ
っ
て
み
た
い
と

ど
ん
欲
に
な
っ
た
時
、
こ
の
磯
上
通

（
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
）
の
南
貿
易
ビ
ル

の
三
階
に
あ
る
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
レ
ス
ト

ラ
ン
＆
バ
ー
に
生
れ
変
っ
た
〃
Ｔ
Ａ

鰯

恋
，
寧
謎

１
１５１
１

☆
味
の
遊
覧
船
八
第
一
便
Ｖ

そ
れ
と
も
神
戸

こ
こ
は
上
海

Ｏ
″
に
出
会
い
ま
し
た
。

時
間
を
止
め
た
よ
う
な
ノ
ス
タ
ル
ジ

ッ
ク
な
石
の
近
代
洋
風
建
築
の
た
か
－

い
天
井
に
、
ゆ
っ
く
り
廻
る
扇
風
機
。

上
海
バ
ン
ス
キ
ン
の
租
界
を
想
わ
せ
る

風
情
の
中
で
、
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と

出
迎
え
て
く
れ
た
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
郭

池
埋
さ
ん
の
男
ら
し
い
笑
顔
（
林
隆
三

風
の
い
い
男
）
に
、
ほ
っ
と
気
楽
に
な

っ
て
こ
れ
は
メ
ニ
ュ
ー
の
相
談
が
出
来

る
ぞ
と
楽
し
く
な
っ
た
の
で
す
。

初
日
の
夜
は
、
ま
ず
最
初
、
前
菜
の

盛
り
合
せ
（
二
○
○
○
円
）
春
巻
（
一

○
○
○
円
）
細
切
り
肉
と
魚
介
の
焼
そ

ば
（
八
○
○
円
）
魚
介
の
湯
麺
（
五
○

○
円
）
を
三
人
で
。
モ
ダ
ー
ン
藍
地
の

テ
ー
ブ
ル
掛
け
に
、
藍
染
の
愛
ら
し
い

チ
ャ
イ
ナ
風
の
食
器
と
、
朱
色
の
土
瓶

で
ウ
ー
ロ
ン
茶
が
た
っ
ぷ
り
お
変
り
出

来
る
の
も
気
に
入
り
ま
し
た
。

味
は
、
あ
っ
さ
り
と
品
が
よ
く
、
ふ

わ
－
つ
と
広
が
る
感
じ
で
広
東
料
理
と

い
う
け
れ
ど
、
マ
イ
ル
ド
で
懐
石
料
理

を
食
べ
る
よ
う
に
軽
や
か
で
す
。
こ
と

に
北
京
ダ
ッ
ク
の
細
切
り
は
し
っ
か
り

し
た
味
と
こ
ん
が
り
と
し
た
焼
き
が
い

い
し
、
小
ぶ
り
の
春
巻
き
も
美
味
。
麺

も
細
く
、
魚
介
の
素
材
が
新
鮮
で
ほ
ん

と
に
ぜ
い
沢
。

翌
日
の
メ
ニ
ュ
ー
で
は
、
あ
わ
び
の

ス
ー
プ
（
一
○
○
○
円
）
と
魚
介
の
野

菜
い
た
め
（
一
五
○
○
円
）
が
印
象

的
。
翌
々
日
の
メ
ニ
ュ
ー
で
は
、
ふ
か

ひ
れ
と
カ
ニ
の
ス
ー
プ
（
一
五
○
○
円
）

｢ メニュー以外でもいうてくれたら
何でも作るよ」と陳さん

高い天井にゆったりとしたアートサロンでもある

の
品
格
、
マ
ー
ポ
ー
豆
腐
（
八
○
○
円
）

の
味
噌
の
き
い
た
ソ
フ
ト
な
辛
味
。
若

鶏
の
レ
モ
ン
ソ
ー
ス
煮
付
け
（
一
○
○

○
円
）
は
、
焼
き
加
減
と
レ
モ
ン
味
が

抜
群
で
す
。
三
日
間
通
っ
て
も
あ
き
な

い
味
と
い
え
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
そ
っ
と
調
理
場
を
見
る
と
、
戦

前
の
南
京
町
の
両
雄
「
博
愛
」
と
「
大

東
酒
楼
」
に
い
た
、
陳
鏡
さ
ん
と
黄
培

さ
ん
が
仲
良
く
働
い
て
い
ま
す
。

お
二
人
は
こ
の
道
ひ
と
す
じ
、
日
本

人
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
中
国
料
理
を
半
世

紀
の
時
間
を
か
け
て
腕
と
セ
ン
ス
を
磨

き
あ
げ
、
ゆ
と
り
の
味
わ
い
を
創
っ
て

い
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

優
雅
な
味
と
は
、
誰
に
も
マ
ネ
の
出

来
な
い
時
間
の
蓄
積
の
中
か
ら
、
蝉
の

皮
を
脱
い
で
脱
い
で
抜
け
て
き
た
リ
ラ

ッ
ク
ス
な
も
の
の
よ
う
。

神
戸
の
味
は
大
人
で
す
ね
。

八
小
泉
美
喜
子
Ｖ
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戸
●

９ｉ
ざ
わ
め
く
地
底
を
歩
く
。
四
貝
物
客
や
売
り
子
た

ち
の
婿
声
、
空
調
整
備
の
か
す
か
な
機
械
音
、
床

石
と
靴
、
ハ
イ
ヒ
ー
ル
と
の
擦
過
音
、
足
の
下
か
ら

伝
わ
る
地
下
鉄
道
の
響
き
。
音
の
集
積
が
天
に
抜

け
な
い
ざ
わ
め
き
と
な
っ
て
地
下
の
街
を
蔽
う
。

抜
け
な
い
空
気
は
酸
え
、
重
い
層
と
な
っ
て
地
下
・

の
街
特
有
の
き
ら
び
や
か
な
光
を
と
ろ
り
と
吸
い
込
ん
で

い
く
。
抜
け
な
い
光
は
時
た
ま
ク
ロ
ス
し
て
特
定
の
領
域

で
風
景
を
掻
き
消
し
、
そ
こ
に
鯵
し
い
塵
の
微
粒
子
が
泳

い
で
い
る
の
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
抜
け
な
い
塵
の

微
粒
子
は
群
衆
の
体
内
か
ら
吐
き
出
さ
れ
る
ビ
ー
ル
ス
菌

な
ど
も
巻
き
込
み
、
人
の
呼
吸
機
能
に
応
じ
て
も
ろ
と
も

肺
腔
に
収
ま
っ
て
い
く
。

発
見
と
は
新
奇
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
珍
奇
な
も
の
で
あ

ろ
う
と
風
景
の
中
で
異
和
を
察
知
し
、
異
物
を
見
出
す
行

為
で
あ
る
。
地
下
の
街
が
地
上
の
街
以
上
に
異
和
Ⅱ
異
物

に
満
ち
満
ち
て
い
る
の
は
確
か
だ
。

例
え
ば
、
衛
生
学
。
公
衆
衛
生
の
関
係
者
に
よ
る
と
、

地
下
の
街
は
太
陽
光
線
の
照
射
を
嫌
う
小
動
物
た
ち
の
王

国
で
あ
る
。
し
か
し
街
全
体
の
同
時
殺
菌
駆
除
が
不
可

１
１５２
１

地
底
の

ざ
わ
め
き

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
〈
７
〉
｜

噸
鵬
醐
蝋
一 』

能
、
た
と
え
実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

小
動
物
た
ち
は
暗
渠
、
さ
ら
に
は
地

下
鉄
道
の
陛
道
ま
で
緊
急
避
難
す
る

た
め
効
果
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ネ
ズ

ミ
、
ゴ
キ
ブ
リ
を
中
心
と
し
た
小
動

蕊
職
；
顎
・
物
の
内
訳
は
あ
え
て
明
記
し
な
い

が
、
そ
の
種
類
は
地
上
の
ビ
ル
に
巣
食
う
小
動
物
た
ち
の

、
、

比
で
は
な
い
。
地
下
街
は
地
下
で
あ
る
が
た
め
に
す
さ
ま

じ
く
不
潔
で
あ
る
。

次
い
で
、
防
災
学
。
煙
遮
断
シ
ャ
ッ
タ
ー
、
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
、
避
難
誘
導
路
、
集
中
管
理
の
モ
ー
ー
タ
ー
テ
レ
ビ

群
１
．
地
下
街
に
は
鰻
新
防
災
技
術
の
す
べ
て
が
網
羅

さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
安
全
な
の
で
は
な
く
、
そ
れ
だ
け

危
険
だ
と
考
え
る
方
が
発
想
と
し
て
は
健
全
だ
。
自
然
は

卑
小
な
人
工
空
間
を
破
砕
し
た
が
る
う
え
、
人
工
の
防
御

も
嫌
う
性
向
を
持
つ
・
地
下
街
は
都
市
災
害
を
防
ぎ
得
て

、
、
、
、

も
、
大
地
震
に
よ
る
天
上
落
下
で
理
想
的
な
カ
タ
ス
ロ
フ

ィ
を
迎
え
る
。

さ
ら
に
、
風
俗
学
。
地
上
も
地
下
も
風
俗
Ⅱ
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
の
大
系
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
は
、
地
上
か
ら
地
下

へ
、
地
下
か
ら
地
上
へ
人
が
流
れ
る
こ
と
で
自
明
の
よ
う

酉轄
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県司Ｆ

１
１５３
１

り
て
来
た
よ
う
に
、
こ
の
異
貌
の
人
た
ち
は
地
上
か
ら
地

下
に
降
り
、
階
段
の
片
隅
、
通
路
部
分
を
「
一
定
の
住

処
」
と
し
て
生
き
る
。
彼
ら
が
風
俗
学
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

含
ま
れ
る
の
は
地
下
街
の
風
景
に
ナ
ゼ
か
溝
け
込
ん
だ
存

在
と
し
て
あ
り
、
学
が
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
照
射
力
す
ら

持
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
「
あ
ん
な
風
に
な
っ
ち
ゃ
い
け
な

》
》》 躍' 格謹

鐸

X 課

蕊蕊識

に
思
わ
れ
る
Ｕ
だ
が
、
地
下
に
は
独
特
の
風
俗
Ⅱ
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
を
担
っ
た
一
群
の
人
た
ち
が
い
る
。
職
と
住
を
放

棄
し
、
食
を
地
下
酒
場
、
飲
食
店
か
ら
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て

ら
れ
た
食
べ
残
し
の
料
蝿
を
漁
色
す
る
こ
と
で
満
た
し
、

衣
を
夏
、
冬
と
も
一
張
羅
で
通
し
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

生
き
る
人
た
ち
。
聖
（
ひ
じ
り
）
た
ち
が
山
か
ら
里
に
降

こ
う
し
た
異
和
Ⅱ
異
物
は
ミ
ナ
ト
神
戸
の
地
下
街
に
も

満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。

さ
ん
ち
か
ダ
ウ
ン
（
１
４
９
店
舗
、
延
べ
１
万
９
０
０

０
㎡
）
。
サ
ン
こ
う
べ
（
妬
店
舗
、
６
１
３
０
㎡
）
。
メ
ト

ロ
こ
う
べ
（
船
店
舗
、
８
９
７
０
㎡
）
。
地
下
街
は
こ
の

三
カ
所
だ
が
、
神
戸
サ
ン
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
会
社
の
地
下

部
分
（
１
７
８
店
舗
、
２
万
７
１
０
０
㎡
）
も
実
質
的
に

は
地
下
街
と
い
え
、
数
年
後
に
は
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
に
広

さ
１
万
ｒ
の
地
下
街
も
誕
生
す
る
。
ト
ー
タ
ル
す
る
と
、

地
下
の
街
の
総
面
積
は
７
．
廻
地
に
達
す
る
。

い
」
一
ぁ
ぁ
い
う
生
活
も
い
い
も
の
だ
」
ｌ
と
い
う
単

俗
な
反
応
を
含
め
。

妓
後
に
、
言
語
学
。
言
葉
は
文
明
、
文
化
の
発
展
と
同

時
平
行
的
に
は
つ
い
て
は
い
か
な
い
。
地
下
街
と
い
う
文

明
が
生
ん
だ
町
並
み
に
も
い
え
る
。
例
え
ば
地
下
で
働
く

人
々
が
仕
事
に
失
敗
し
て
オ
ロ
オ
ロ
し
た
り
す
る
。
上
司

が
思
わ
ず
ど
な
る
。
「
も
っ
と
地
に
足
を
つ
け
て
仕
事
し
ろ

／
」
。
地
下
街
で
ド
ロ
ボ
ウ
を
つ
か
ま
え
、
「
お
て
ん
と
う

さ
ま
を
お
が
め
る
か
／
●
」
。
さ
ら
に
商
売
人
の
あ
い
さ
つ

に
は
必
ず
お
天
気
の
常
套
句
が
つ
き
ま
と
う
。
将
来
、
地

、
、
、

下
街
が
地
底
都
市
ま
で
膨
れ
あ
が
っ
た
場
合
、
地
上
語
に

、
、
、

対
す
る
地
下
語
と
も
い
う
べ
き
一
一
一
一
口
語
体
系
が
必
要
と
な
る

は
ず
だ
。
「
地
の
下
に
足
を
つ
け
ろ
〃
」
「
蛍
光
灯
を
お
が

め
る
か
／
」
「
い
い
地
下
日
和
で
ん
ナ
。
ど
な
い
で
っ
か
」

1 6 面マルチピジ

曲

ヨンに見入る視聴者たちの視線。痛々しいまでにうつるだ
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醗噂

鍵

地下の街が地上の街以上に異和＝異物に満ち満ちているのは確かだ。
唖認霧騨錘x ･”

腰
需
蝿
、
“
・
譜
圃

識

１
５
１
４１

ざ
わ
め
く
神
戸
の
地
下
街
を
歩
く
。
酸
え
た
空
気
を
塵

の
微
粒
子
と
と
も
に
た
っ
ぷ
り
吸
い
込
み
、
歩
く
。
歩
行

に
葱
か
れ
た
梶
井
基
次
郎
が
現
代
に
生
ま
れ
て
い
た
ら
、

こ
よ
な
く
地
下
街
を
愛
し
、
歩
き
続
け
た
で
あ
ろ
う
。
な

に
し
ろ
地
下
街
に
は
惇
様
が
ご
ろ
ご
ろ
転
っ
て
い
る
。

メ
ト
ロ
こ
う
べ
新
開
地
駅
側
に
鉢
植
え
植
物
を
中
心
と

し
た
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
る
。
地
下
空
間
の
ほ
ぼ
半

分
を
緑
で
満
た
し
、
蛍
光
灯
の
下
で
け
な
げ
に
育
っ
て
い

る
。
日
を
浴
び
な
い
植
物
た
ち
。
葉
緑
素
に
よ
っ
て
光
合

成
を
行
い
、
育
た
ね
ば
な
ら
な
い
植
物
が
地
下
の
街
で
生

き
る
。
母
の
乳
を
知
ら
ず
論
人
工
ミ
ル
ク
で
育
つ
赤
子
の

よ
う
に
。

さ
ん
ち
か
ダ
ウ
ン
に
あ
る
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
シ
ア
タ
ー
。

焔
面
マ
ル
チ
ビ
ジ
ョ
ン
に
見
入
る
視
聴
者
た
ち
の
視
線
は

分
割
画
面
の
場
合
、
蝿
に
分
割
さ
れ
る
。
た
と
え
ひ
と
つ

の
画
面
を
見
て
い
る
つ
も
り
で
あ
っ
て
も
残
り
妬
の
画
面

が
視
神
経
に
乱
入
し
、
小
さ
な
イ
ン
パ
ル
ス
（
神
経
衝
撃
）、

と
な
っ
て
脳
髄
を
撃
つ
。
正
常
な
神
経
系
を
破
壊
す
る
凶

、器
で
あ
り
、
そ
の
証
拠
に
じ
－
つ
と
見
入
っ
て
い
る
視
聴

者
の
目
は
痛
々
し
い
ま
で
に
う
つ
る
だ
。

固
有
名
詞
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
下
街
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
。
ど
ん
な
須
画
で
も
見
事
に
死
ん
で
い
る
。
日
が

差
し
込
む
ア
ト
リ
エ
で
描
か
れ
、
自
然
に
配
色
さ
れ
た
絵

凹
は
地
下
街
特
有
の
と
ろ
り
と
し
た
光
の
中
で
は
文
字
通

り
色
が
浮
か
ば
ず
、
槌
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

メ
ト
ロ
こ
う
べ
に
あ
る
古
本
屋
街
。
学
術
書
、
文
学

昔
、
専
門
書
と
並
ん
で
輪
う
ず
高
く
積
ま
れ
た
狼
裂
本
。

地
上
の
書
店
で
は
気
恥
ず
か
し
さ
が
先
に
立
っ
て
し
ま
う

が
、
ナ
ゼ
か
気
兼
ね
も
い
ら
ず
、
頁
を
め
く
る
こ
と
が
で

き
る
。
ひ
そ
や
か
な
閲
覧
か
ら
ひ
そ
や
か
さ
が
雲
散
し
、

堂
々
と
眺
め
入
る
こ
と
が
で
き
る
。

驚蕊
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１
１５５
１

地
下
の
街
を
歩
く
。
ふ
と
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
な
い
畏
怖

に
見
舞
わ
れ
、
風
景
が
突
然
、
め
く
れ
あ
が
る
よ
う
に
貌

、
、
、
、

を
変
え
始
め
た
時
、
君
は
や
っ
と
地
下
人
間
に
な
れ
た
の

で
は
…
。

そ
し
て
地
下
の
街
で
謡
め
く
聖
た
ち
。
段
ボ
ー
ル
箱
を

器
用
に
加
工
し
、
人
一
人
が
寝
れ
る
ベ
ッ
ド
に
仕
立
て
あ

げ
、
冬
の
寒
い
時
は
新
聞
紙
の
束
を
体
に
巻
き
つ
け
て
い

た
メ
ト
ロ
こ
う
べ
の
初
老
の
男
。
「
寝
太
郎
」
と
命
名
し

た
。
深
夜
、
帰
宅
す
る
際
、
眉
間
に
深
い
雛
を
寄
せ
、
ゴ

ル
ゴ
ダ
の
丘
に
で
も
登
る
よ
う
に
段
ボ
ー
ル
の
束
を
か
つ

ぎ
な
が
ら
階
段
を
上
が
り
、
ベ
ッ
ド
製
作
に
い
そ
し
む
寝

太
郎
を
眺
め
る
の
が
ひ
そ
か
な
楽
し
み
で
あ
っ
た
が
、

六
、
七
年
前
の
冬
、
凍
死
し
た
。

さ
ん
ち
か
ダ
ウ
ン
に
は
「
桃
子
」
が
い
た
。
セ
ー
ラ
ー

服
、
ピ
ン
ク
の
ス
カ
ー
ト
、
ラ
ク
ダ
の
パ
ッ
チ
、
頭
に
は

真
っ
赤
な
ネ
ッ
カ
チ
ー
フ
を
巻
き
、
乱
雑
な
光
の
照
射
を

避
け
、
腰
を
か
が
め
な
が
ら
お
皿
路
の
よ
う
に
巡
っ
て
い

た
。
料
理
店
の
従
業
員
通
用
門
傍
の
ゴ
ミ
箱
な
ど
札
所
は

ど
こ
に
で
も
あ
っ
た
。

「
猿
之
助
」
も
時
た
ま
現
わ
れ
た
。
見
ザ
ル
、
間
か
ザ

ル
、
言
わ
ザ
ル
の
三
ザ
ル
・
ス
タ
イ
ル
で
地
下
通
路
の
冷

た
い
壁
に
向
っ
て
腸
み
込
み
、
ほ
と
ん
ど
動
か
な
い
。
床

に
は
チ
ョ
ー
ク
で
綿
々
と
金
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
の

来
歴
を
詳
細
に
肥
し
て
い
た
が
、
金
銭
入
れ
の
空
き
缶
の

中
に
は
か
な
し
い
ぐ
ら
い
に
少
な
い
額
し
か
入
っ
て
い
な

か
っ
た
。

八
筆
者
近
況
Ｖ
サ
ン
ケ
イ
新
聞
神
戸
支
局
に

昭
和
兄
年
か
ら
加
年
間
在
局
。
今
年
６
月
、

大
阪
本
社
文
化
部
に
異
動
さ
れ
ま
し
た
。
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